
 

 

 

 

 

 

 

 

被被災災者者のの皆皆様様ににおお見見舞舞いい申申しし上上げげまますす  

４月に城南家畜保健衛生所長に就任した山下と申します。 

この度の地震で被災された皆様に、心よりお見舞い申し上げます。困難な状況が続いてお

りますが、御自身と御家族の安全と健康に留意され、この危機を全員が無事に乗り越えられ

るようにお祈り申し上げます。職員一同も復興に向けて全力で取り組んでいく所存です。 

年度始めから事業が滞る状況となっていますが、状況が回復次第、畜産振興に邁進してま

いります。また、近隣諸国では悪性伝染病が続発しており、こちらも予断を許さない状況で

す。今後も引き続き、関係各位の御協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

平平成成２２８８年年度度新新任任者者紹紹介介  

４月の定期人事異動により職員が入れ替わりましたので、ご紹介させていただきます。 

〇転出者（新所属 役職） 

・島村所長（中央家保 所長） 

・谷口衛生課長（農研センター畜産研究所 生産基礎技術研究室長） 

・長野主幹（中央家保 BSE 検査所 主幹） 

 〇転入者（旧所属 役職） 

  ・山下所長（天草家保 所長） 

  ・廣嶋防疫課長（中央家保 検査課長） 

  ・加地参事（城北家保 参事） 

 

 城南家保勤務経験は、山下所長が２回

目（２３年ぶり）、廣嶋課長はなんと４

回目、加地参事は初めてです。全員が単

身赴任で、地元にどっぷり浸かる覚悟で

参りました！ 

今年度はこの１１名で精一杯励んで

いきますので、よろしくお願いします！ 

 

城城南南家家保保ニニュューースス  VVooll..22８８--11 
熊本県城南家畜保健衛生所          
〒868-0042 人吉市蟹作町一本杉 1237-1 

TEL 0966-22-3814  FAX 22-3617 

メールアドレス  jounankaho@pref.kumamoto.lg.jp 

ホームページ   http://www.pref.kumamoto.jp/kahojounan 

 

 

 

山下 廣嶋 加地 
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熊本県有種雄牛の新規選抜について 

 平成２８年３月１５日に開催された肉用牛改良推進委員会において、次の２頭が晴れて基

幹種雄牛に選抜されたので、ご紹介します。 

 

百合照茂（ゆりてるしげ） 

血統：百合茂－安平照－平茂勝 

現場後代検定成績（去勢、雌 平均） 

枝重 
kg 

ﾛｰｽ 
cm2 

ばら 
cm 

BMS 
No. 

上物 
率% 

442 56.5 7.6 6.30 75.0 

 

BMSNo.６．３は本県歴代１位の成績です。育種価評価では、ロース芯面積、ばらの厚さ、

脂肪交雑がA判定（県内供用種雄牛2,352頭の上位１／４以内）という良好な結果でした。

枝肉重量の評価がやや低かったため、この点に留意したうえで、交配する雌牛を選定した方

が良いでしょう。 

 

光重球磨五（みつしげくまご） 

血統：光重球磨－第十六光重－第十光丸 

現場後代検定成績（去勢、雌 平均） 

枝重 
kg 

ﾛｰｽ 
cm2 

ばら 
cm 

BMS 
No. 

上物 
率% 

495 55.2 8.5 3.93 80.0 

 

待望の「光重球磨」後継牛であり、父方祖父は球磨の名牛「重球磨」です。祖父、父と

もに非常に大型でしたが、本牛もその特徴をよく引き継いでいます。枝肉成績は肉量、肉

質ともに過去トップレベルであり、育種価評価でも全形質がＨ判定（上位１／８以内）と

申し分のないものでした。血統、産肉能力の両面から生産者の要望に応えられる種雄牛と

して、今後の活躍が大いに期待されます。 

 

 近隣諸国における悪性伝染病発生状況 

（上物率は 4 等級以上の割合） 

（上物率は 3 等級以上の割合） 


